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開館時間：
休 館 日：

交　　通：

後久洋家具店の図面には色がつけられ
たもののほか、青焼き図面、白焼き図面、
トレーシングペーパーに描かれた図面など
があります。

■ 白焼き図面
「BOY’S  GIRL’S  BED  ROOM」などの英語が
書かれています。

青焼き図面 ■ 
白焼き図面と青焼き図面は原図
を複写（コピー）したものです。

午前9時～午後5時(さわれる展示室は火・金・土の午後0時30分～4時30分)

日曜日・祝日・毎月第3木曜日・年末年始・特別整理期間
※7/21～8/31の日曜日・祝日は開館します。

JR「田町」駅下車徒歩5分
都営地下鉄三田線または浅草線「三田」駅下車(A3出口)徒歩2分
都営バス「田町駅前」停留所下車徒歩2分
港区コミュニティバス(ちぃばす)「田町駅前」停留所下車徒歩2分
 「田町駅西口」停留所下車徒歩3分

刊行物発行番号
 26186-7541
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洋家具の図面
よう か ぐ ず めん
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家具の納品先
李王家那須別邸、北白川宮邸、貴族院、安田
銀行麻布支店、青山学院、研数学館など、家具
の納品先が書かれた図面もありました。

■ トレーシングペーパーに描かれた図面
原図（一番最初に描かれる図面）です。
色がつけられた図面の元になったものと考えられます。

白焼き図面には英語が
書かれているよ。
太平洋戦争後、日本に
駐留したアメリカ軍から
注文を受けた家具の図面
のようです。
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昔、新橋の辺りには、
洋家具の製作所が
たくさんあったのよ。
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港郷土資料館に
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いるよ。
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後久洋家具店

赤レンガ通り周辺の洋家具店（関東大震災〈1923年〉以前）
※現在の地図の上に、当時の洋家具店の場所を●で示しました。

明治時代の初めから昭和40年代ごろまで、赤レンガ通りを中心とした新橋

地域には、洋家具を作る店がたくさんありました。

この地域に洋家具を作る店が集まった理由には、洋家具を必要とした役所が

近くにあったこと（霞が関）や港区周辺に多くの洋風住宅が建てられたこと

などがあげられます。

新橋の家具は、オーダーメイドの
高級家具です。
これらの家具を「芝家具」と
呼ぶこともあるよ。
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後久洋家具店は
「お店」の一つだよ。
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家具は、注文を受けて最終的に家具を完成させる

「お店」と呼ばれる店が中心になって作りました。お店は

家具の部品や工程ごとに、それぞれを専門とする店へ

製作を頼みました。たとえば、挽き物（ろくろなどを

用いて作った丸い器具や細工物）を作る製作所や、

イスの背や座面張りを専門とする店などです。
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「居間家具設計図 丸卓子 安楽椅子」
い ま か ぐ せっ けい ず まる たく し あん らく い す

ひだりした ご きゅうよう か ぐ てん いん お

♪ 左下に後久洋家具店の印が押されています。

「諸角邸 応接室 設計図」
もろ ずみ てい おう せつ しつ せっ けい ず

みぎうえ か ぐ はい ち ず えが

♪ 右上に家具の配置図も描かれています。

すう じ か ぐ

♪「6.15」「1.45」などの数字は家具のサイズです。

「応接室 飾棚 安楽椅子 花台」

後久洋家具店と
家具図面

新橋の洋家具に関係する資料の多くは、
太平洋戦争の空襲で焼けてしまいました。
その中で、奇跡的に空襲による被害を受けず、
保管されていた後久洋家具店の図面は大変
貴重なものです。

後久洋家具店の家具図面は、
平成24年度に港区指定文化財になりました。

書き込まれた家具のサイズは、
日本で昔から使われている
「尺」という単位で表されています。
1尺は約30㎝だよ。
図面に書かれた家具のサイズを
「㎝」に直してみよう！

「応接室」など、部屋の名前や
家具の納品先が書かれている図面があるね。
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家具の図面は3000枚以上あり、そのうちの500枚ほどは水彩
絵の具で色がつけられています。これらの図面は大正時代の
終わりごろから昭和20年代まで、新橋五丁目（開業当初は虎ノ門
三丁目）で洋家具の製作や販売を行っていた後久洋家具店が
作ったものです。
家具のデザインやサイズを図面で表現し、その図面を依頼主
との打合せや家具製作の場で用いました。

ZOOM
!

ZO
O
M
!

ZOOM!

ZO
OM!

ZOOM!


